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は じ め に
古ジャワの密教教理書と言うべき 『サン･
ヒアン ･カマハ-ヤーニカン (SangHyang























ア ン ･カマハ-ヤーナ ン･マ ン トラナヤ
(SangHyangKamahdydnanMantranaya,聖真












































































































































































































































































ガマ (Ndgarakevrtagama)』 [Pigeaud 1960]








































































ける際に ｢-金剛 (ヴァジュラ)｣ という金
剛名を与えるのであるが,それがシンドック














































蔵 18:4〕｡ これと同じ内容のものが r略






















1.弟子の勧発 ･慰諭 1-5偶 大日経 〔大正蔵 18:4中〕
6-9偶 同上 〔大正蔵 18:6上〕
2.金剛誓水 ･三昧耶戒









12偶 金剛頂経 (不空訳)〔大正蔵 18:218中〕,金剛頂経 (梶
内本)2) [堀内 1983,専224:125],略出経 〔大正蔵
18:250上〕
13偶 金剛頂経 (不空訳)〔大正蔵 18:218中〕,金剛頂経




14-15偶 Kゆasa'卿 ⅦhL4'ahjikd4) [桜井 1988‥17,a.16-19]
16偶 大 日経 〔大正蔵 18:12上〕,略出経 〔大正蔵 18:
252上〕




C)授与商倍 20-22偶 大日経 〔大正蔵 18:12上〕,略出経 〔大正蔵 18:
252上～中〕
23-25偶
26-42偶 理趣広経 〔大正蔵 8:812中,下〕



































『金剛頂経』 (堀内本) [堀内 1983:127],
更に,不空訳 『金剛頂経』〔大正蔵 18:218
































































































































































































タソーマ (Sutasoma)』 [Soewito Santoso
1975]の41章には,SHK と同様の記述が見
られるが,｢arp-al1｣の種子真言と入出息定に
よる この成就 法が, シ ヴ ァ教 の ｢六支稔
伽｣31)に比べてずっと早 く悟 りの境地が得 ら
れるとしている｡
Ⅴ ジャワ密教の神学
既に見たように ｢arp-ah｣ の真言を伴 った
入出息走により,｢光 り輝 くもの｣が行者に
顕現 し,最高原理との合一が達成された｡で




パ ラマ シ ワ (至 高 の シ ヴ ァ,Pan… 一
言iwa)33)であり,カビラ (Kap血)34)の弟子
31) ｢六支玲伽 (!adahgayoga)｣は r秘密集会タン

















































































であり,三宝とは仏 ･法 ･僧のことで,身 ･
































る｣と説いている [酒井 1987:7]｡ 二種の
化身とは変化身,即ち釈迦牟尼と現等覚身で
ある｡ そして,この現等覚身を鼻茶羅の中尊
毘虞連郡としている [同上書 :107]｡ 『ニ
シュパンナヨーガ-ヴァリー』は ｢聖なる釈
迦獅子世尊は大毘慮連郡にして金色をし,転





来尊｣,即ち毘慮遮那 ･阿開 ･宝生 ･阿弥陀 ･












































自･青 ･黄 ･赤 ･雑色の｢色｣と,ドゥワジャ,
























































































































44)｢taya｣は ｢非存在｣, ｢tunggal｣は ｢唯一｣の
意｡｢サン･ヒアン･タヤ｣は rコーラワ-
シュラマ (Koraw肋 M )J lPoerbatjaraka/
石井 :rサン･ヒアン･カマハ-ヤーニカン (聖大乗論)Jにみる古ジャワの密教
｢サ ン･ヒア ン･トゥンガル (SangHyang
Tunggal)｣ と呼ばれる尊格が生まれたと筆
者は考えている｡
あ わ り に
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